
３．３ μ秒～２３３秒シリコン・タイマオシレータ用ＩＣ

ＴＳ３００４　ＤＩＰモジュール

■ピン配置図■

■特長■

・タイマオシレータ用ＩＣのTS3004をＤＩＰ化しました：５ピンｘ２列　３００ｍｉｌ幅

・外付け抵抗１本のみでデューティー比５０％の信号を生成：１２ＭΩで最長２３３秒周期

・周波数は外付け抵抗とＦＤＩＶ２～ＦＤＩＶ０の選択で３．３μ秒～２３３秒まで設定可能　

・出力周波数は従来のように外付けコンデンサに依存しません

・出力周波数精度：３％　・出力周波数温度ドリフト：０．０２％／℃

・広い電源電圧範囲：１．５５Ｖ～５．２５Ｖ（単電源）

・超低消費電流：１．９μＡ＠２５ｋＨｚ

・３ｂｉｔの入力で出力信号の分周比を設定

・ＰＷＭ出力可能

・出力インピーダンス：１６０Ω

■用途■

・低消費電力発振器

・マイクロパワー・ＰＷＭコントロール

・マイクロパワー・パルスポジション変調

　コントロール

・マイクロパワー・クロックジェネレータ

・マイクロパワー・タイミング発生器

■使用上の注意■

・非常に微小な電流で出力周波数を設定しています。

　設定用の抵抗を可変抵抗にする事はおすすめできません。

　ＤＩＰスイッチなどでの切り替えも接点の影響で正しい出力を得られない可能性があります。

　固定抵抗のハンダ付けをおすすめします。

・周囲の電界の影響を受ける場合があります。シールドをしっかりほどこす事をおすすめします。

■詳しくはメーカーのマニュアルを御参照ください■　　　

　http://touchstonesemi.com/products/ts3004　

■ピンの説明■

番号 名称 機能

1 FOUT 発振器出力：出力振幅はＶＤＤ－ＧＮＤで、出力抵抗は１６０Ωです

2,3,4 FDIV2,1,0 分周値設定入力：設定値は「分周値設定表」をご覧ください

5 PWMOUT ＰＷＭ出力：出力振幅はＶＤＤ－ＧＮＤで、出力抵抗は１６０Ωです

6 PWM_CNTRL ＰＷＭ出力のパルスコントロールピン：発振器として使用の場合はＶＤＤに接続します

7 GND ＧＮＤ

8 CPWM ＰＷＭ出力パルス幅設定コンデンサ接続ピン：発振器として使用の場合はＶＤＤに接続します

9 VDD ＶＤＤ：１．５５Ｖ～５．２５Ｖ

10 RSET 発振器出力の設定抵抗接続ピン：３６０ｋΩ～１２ＭΩを接続します

■絶対最大定格■



■ブロックダイアグラム■　　　　　　　　　　■分周値設定表■

■資料■


